令和５年度　中学部２年生　生活単元学習　学習指導案
日　  時：令和５年１２月１３日（水）１０：５０～１２：３０
指導者：ＣＴ担任Ａ　　　　ＡＴ１担任Ｂ　　　　ＡＴ２担任Ｃ【　　】：ＥＳＤの視点


１　単元名　　「地域の『いいね』伝えるンジャー　パート３」

２　生徒が向き合う単元の主題　　【１多様性（いろいろある）　Ⅴ連携性（力を合わせて）】
浜田市・江津市ってどんな町？ 　　～　キャッチコピーをつくって　特産品をＰＲしよう　～
　
３　単元目標　　【④コミュニケーションを行う力】
・（知　 力）地域について新たに知ったことやこれまでの学習について、自分の考えもち、伝えたいことを明確にする。
・（協働力）目的を意識して友達と考えを伝え合いながら、よりよい方法でＰＲしたり、発表したりする。
　　
４　単元の評価規準
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に
学習に取り組む態度

	国語
	・発声や発音に気を付けたり、声の大きさを調節したりして話している。（ｱ（ｲ））
	・相手に伝わるように発音や声の大きさ、速さに気を付けて話したり、体の向きや視線などを工夫したりしている。（Ａｴ）
	・地域の特産品のよさを説明するために、言葉を使って、思いや考えを伝え合おうとしている。

	
	・特産品のよさを伝えるために必要な語句を知ったり、いろいろな表現を使ったりしている。(ｱ(ｴ))
	・内容や話し方に関心をもって聞き、話の中心をメモしたり、質問したりしながら内容を捉えている。(Ａｱ)
・地域の特産品のよさを説明するために、伝える必要のある事柄を明確にしている。（Ａｲ）
	

	
	・特産品のよさの中で中心となることや自分の考えを支える理由を理解している。（ｲ（ｱ））
	・特産品のよさの中心となることや、自分の考えの理由が伝わるように、伝え方を考えている。（Ａｳ）
	

	社会
	・市役所の役割や浜田市の取組を理解している。（ｲ（ｱ））

	・市役所の方の話を聞いて市役所の役割や自分の生活とのつながりを考え、聞いた言葉や自分の言葉を使って表現している。

	・自分の住む町に関心をもち、地域の一員であることや人と協力することの大切さを感じている。

	
	・地域の人が協力して、特色ある町づくりや特産品を広めるために努力していることを理解している。（ｴ（ｱ））
	・特産品が作られた背景に着目して地域の様子を捉え、自然環境など地域の特色を考え、表現している。
	・地域の人のよりよい生活のために、自分にできることをしようとする気持ちをもっている。

	道徳
	伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度



５　基盤
（１）生徒観
本学年は、知的障害特別支援学校の小学部３段階から中学部２段階の内容を学習している生徒達である。普段から学級を越えて関わることや学年単位での授業が多く、お互いの得意なことや苦手なことなども知っていて、実態差はあるものの、一緒に学習することに慣れた集団である。
学習においては、興味関心のあることや体験的な活動には特に意欲的に取り組んでいる。実際に経験したことについては、したことや考え、思いなどを全員が単語や文章で伝えることができる。知的発達やこだわり等から知識や思考が断片的になったり広がりにくかったりするので、情報収集や考えをまとめる活動では、可視化したり教師が一緒にやりとりしたりしている生徒もいる。また実態差があるため、生徒同士でやりとりする場面では、正確に理解したり伝え合ったりするための教材の工夫や教師の仲介が必要な生徒たちである。
地域の学習では、昨年度から学校周辺や浜田市の自然・環境について調べたり、体験したりし、学習したことを掲示物や発表などで発信している。今年度は「地域の『いいね』伝えるンジャー」の学習を年３回計画し、パート１では浜田市・江津市の様子、文化財について調べ、地域のことをまだ知らない島根県立大学生に伝えた。県大生に伝えることを楽しみに取り組み、活動後には感想を聞いて、達成感を感じている様子が見られた。パート２では、特産品について調べ、展示場や販売所、工場などを見学し、特産品を使った調理をした。「特産品がおいしいと知ってほしい」「家でも作ってみたい」など生徒達の特産品への興味は高まっている。これまでの学習の積み重ねから、学習をまとめて発信する活動には慣れていて、人に伝えることに意欲をもっている。また地域の学習に対しては、ほとんどの生徒が「またやりたい」と肯定的に感じている。
以上のことから、自分の考えや思いを表現することを大切にしながら、いろいろな人とのやりとりを通して思考する力や伝え合う力を高めてほしい生徒達である。そして、地域を知ることで、さらに地域への愛着を深めてほしいと考えている。

（２）教材観
本単元は、グランドデザインに示す資質・能力を身に付けるため教育課程の柱としている「ＥＳＤ（持続可能な社会の創り手の育成を目指す教育）」の視点に立った学習で、「みんなが住みやすい町にしよう」のカテゴリーにあたる。（地域連携協働学習年間計画参照）
本単元では、パート２の学習を発展させ、特産品のＰＲを中心に地域のことを発信していく。浜田市・江津市の特産品には、赤てんや石見神楽グッズなど、食や文化に関するものが多くある。普段から口にしたり余暇で楽しんだりしている生徒もいて、生活に身近で興味関心をもちやすい。また、ＰＲ方法はポスターや動画などさまざまな手段が可能である。それぞれの生徒の興味関心や生活実態に応じて、自分で伝えたいことや伝える方法を選ぶことができ、得意やよさを生かしながら主体的に学習に向かう姿が期待できる題材である。
地域を知る活動では、調べ学習や浜田市役所の方に市の取組を聞く学習を設定する。自分で考える場面と教わる場面の両方があることで、市の様子や特産品の地理的な環境を生かした特色、様々な人や機関に支えられていることなど、より広く深く知ることができる。合わせて、特産品などの発展のための取組を知ることで、市役所の役割についても学ぶことができると考える。また、本単元の生徒目線のＰＲの目的は「自分がいいと思うことを伝えたい、知ってほしい」ではあるが、学習を通して「ＰＲすることで買ってくれる人や来てくれる人が増えて、地域が活性化する」という気付きや地域の一員としての自覚をもつ姿も期待できる。
学習過程においては、校内外の人と互いに考えや思いを伝え合う場を設定し、単元の終末には「地域連携協働学習発表会」を位置付けている。ＰＲ方法を考える際には、全員が「キャッチコピー」を考えるが、伝えたいことを明確にして、自分の考えを端的に表現する必要がある。完成までに市役所の方や友達からアドバイスを受けキャッチコピーを改善する活動を通して、新たな言葉や表現を知り、既習事項と比較するなど「言葉による見方・考え方」を働かせながら、工夫してよりよい表現を探る「深い学び」に向かう姿が期待できる。さらに自分の伝えたいこともより明確になり、考えも深められる。また発表後に評価をされることで、工夫し分かりやすく伝えられたという「言葉による見方・考え方」を働かせることのよさを実感することができる。その中で地域のよさを他者と共感し、地域への愛着も育っていくと考える。
本単元を通して、浜田市と江津市には、海や山などの地形を生かした様々な特産品があること、人によっていろいろな考え・表現の仕方があること【多様性】、いろいろな人が協力して地域が支えられていることや友だちと力を合わせることでよりよくできること【連携性】などについて気付くことができると考える。

　（３）指導観
自分の考えをもつために
・浜田市の様子や市の取組を知る活動では、事前に学習の目的や期待する生徒の姿を市役所の方と共有した上で、「防災」「環境」「人権」「産業」など、学習履歴や興味関心、生活とつながる、生徒たちが理解しやすい内容を取り上げる。
・地域の特色や市の取組などを【多様性・連携性】の考え方で気付けるよう、多くの特産品の写真やそれを支える人達の具体的な取組の様子、数など、情報の提示の仕方や発問を工夫する。
・思考ツールや手順を示したワークシートを活用し、情報を整理したり、理由を明確にしたりできるようにする。
・友だちの考えに触れたり参考にしたりできるように、お互いの様子が見える座席配置にしたり、個人のワークシートや制作物などをクラウド上で共有したりする。
友達と活発にやりとりするために
・友達のＰＲ方法や発表にアドバイスをする場面では、「キャッチコピー」「デザイン」などの視点やその具体的な例を挙げ、発問を工夫する。生徒の実態によっては考える視点を絞り、やりとりしながら考えや言葉を引き出す。
・生徒の言葉を取り上げながら、人それぞれのよさ、いろいろな考えがあること、人と違ってもよいことなどを伝え、安心して表現できる環境づくりをする。
よりよい表現を工夫し伝えるために
・パート２のふりかえりをもとに、単元の始めに「自分たちにできること」を考える。生徒達の発言からミッションを設定して「地域のことを伝える」という学習の目的や伝える相手を明確にし、主体的に取り組めるようにする。市役所の方から「みんなも地域の一員…協力して…」という思いを直接伝えてもらったり、生産者からの「どんどんＰＲしてほしい」というメッセージを伝えたりすることで、学習の意義を感じ、より意欲を高められるようにする。
・ＰＲ方法を考える活動では、教師が例を挙げながらまとめ方の見本を示すことで、活動のイメージをもったり、新たな表現に気付いたりできるようにする。その中から、生徒が自分で考えたり教師と相談したりして、自分に合う方法を選べるようにする。それぞれの生徒の強みやよさを生かせるように、教師がやりとりしながらその子らしい考えや表現を引き出していく。伝えたいことだけでなく、ポスターや動画を見た人に「どんな気持ちになってほしいか。なにをしてほしいか。」を考えることで、キャッチコピーやデザインで表現したいことを明確にする。
・伝える様子を動画で撮影して後で確認できるようにすることで、自分でもよいところや改善点に気付き工夫できるようにする。
・お互いの様子を参考にしたり、本時以降もアドバイスを確認したりしながら工夫できるよう、クラウド上で共有した１枚のシートに、みんながアドバイスや感想を入力する形で記録を残しておく。

６　指導計画　（全２６時間　本時１３・１４／２６時間）
	次
	時
	学習内容
	評価の計画

	
	
	
	国
	社
	道

	１
	1,2/
3,4
	調べよう
・特産品について調べる
	
	思ｴ(ｱ)
	

	２
	5,6/
7,8
	考えよう
・浜田市役所の方とつながる（オンライン通話）
・伝えたいことをまとめる
	知ｱ(ｴ)ｲ(ｱ)
思Ａｲｳ
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	9,10/
11,12
	・浜田市の取組を知る（来校）
・市役所の方に「いいね」を伝える
・市役所の方のアドバイスを取り入れて工夫する
	思Ａｳ
主
	知ｲｴ(ｱ)
 思ｲ(ｱ)
主
	○

	
	
	
	
	
	

	
	13,14/
15,16/
17,1８
	・友だちに「いいね」を伝える
・アドバイスや感想を伝え合う
・友だちのアドバイスを取り入れて工夫する
	知ｱ(ｴ)
思Ａｱｳ
	
	

	３
	19,20/
21,22
	伝えよう
・伝える練習をする
	思Ａｴ
	
	

	
	23,24
	・校内や地域の人に「いいね」を伝える（地域協働連携事業発表会）
	知ｱ(ｲ)
主
	
	○

	
	25,26
	・お家の人たちに「いいね」を伝える（授業公開）
・地域の学習ふりかえり
	知ｱ(ｲ)
主
	主
	○



７　本時の学習
（１）本時の目標
・（協働力）地域の特産品について友達のＰＲ方法や発表がよりよくなるように「自分だったら～の言葉を使う」などいろいろな表現を考えて、アドバイスをする。

（２）個別の実態・目標・評価指標　　　　　　　　　　　　支：「支援」の側面　般：「般化」の側面　学：「学びの質」の側面
	
	実態
	目標
	評価指標

	
	
	
	支
	般
	学

	Ａ

	
	・教師が言葉がけをしたり発表資料を再度提示したりすることで、友達の特産品の発表を聞いて大まかな内容を捉える。（小３国思Ａｱ）
・教師が言葉がけをすることで友達が発表した特産品に関することを自分の言葉で表現し、いろいろな語句や文の表現に触れる。（小３国知ｳ(ｲ)）
	○
	
	

	Ｂ
	
	・事前に教師が確認することで聞き取る内容を意識し、メモしたり、質問したりしながら友達の発表の大体を聞き取る。(中１思Ａｱ)

・教師が本人の興味がありそうな事柄にについて言葉がけをしたり選択肢を提示したりすることで、特産品のよさを伝える表現を考え、友達にアドバイスをする。(中１知(ｱ(ｴ))
	○
	
	

	Ｃ
	
	・友達の発表内容や話し方に関心をもって聞き、話の中心をメモしたり、質問したりしながら内容を捉える。(中２思Ａｱ)

・友達にアドバイスをする際に、特産品のよさを伝えるために必要な語句を知ったり、いろいろな表現を使ったりする。(中２知(ｱ(ｴ)) 
	
	
	○

	Ｄ
	
	・友達の発表内容や話し方に関心をもって聞き、話の中心をメモしたり、質問したりしながら内容を捉える。(中２思Ａｱ)

・友達にアドバイスをする際に、特産品のよさを伝えるために必要な語句を知ったり、いろいろな表現を使ったりする。(中２知(ｱ(ｴ))
	
	
	○

	Ｅ
	
	・教師が言葉がけをしたり発表資料を再度提示したりすることで、友達の特産品の発表を聞いて大まかな内容を捉える。（小３国思Ａｱ）
・教師が言葉がけをすることで友達が発表した特産品に関することを自分の言葉で表現し、いろいろな語句や文の表現に触れる。（小３国知ｳ(ｲ)）
	○
	
	

	Ｆ
	
	・事前に教師が確認することで聞き取る内容を意識し、メモしたり、質問したりしながら友達の発表の大体を聞き取る。(中１思Ａｱ)
・教師が本人の興味がありそうな事柄にについて言葉がけをしたり選択肢を提示したりすることで、特産品のよさを伝える表現を考え、友達にアドバイスをする。(中１知(ｱ(ｴ))
	○
	
	

	Ｇ
	
	・教師が言葉がけをしたり発表資料を再度提示したりすることで、友達の特産品の発表を聞いて大まかな内容を捉える。（小３国思Ａｱ）
・教師が言葉がけをすることで友達が発表した特産品に関することを自分の言葉で表現し、いろいろな語句や文の表現に触れる。（小３国知ｳ(ｲ)）
	○
	
	

	Ｈ
	
	・事前に教師が確認することで聞き取る内容を意識し、メモしたり、質問したりしながら友達の発表の大体を聞き取る。(中１思Ａｱ)
・教師が本人の興味がありそうな事柄にについて言葉がけをしたり選択肢を提示したりすることで、特産品のよさを伝える表現を考え、友達にアドバイスをする。(中１知(ｱ(ｴ))
	○
	
	





（３）本時の展開
　　　裏面

（４）配置図
　　　 活動　１・２・３・６・７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４・５[image: ]CT
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（５）評価
生徒：教科の本時の目標が達成できたか。
教員：生徒の思考を深めるための手立て（活動内容や教材、教師のかかわり等）は有効だったか。









[bookmark: _GoBack]（３）本時の展開浜田市・江津市ってどんな町？
～　キャッチコピーをつくって　特産品をＰＲしよう　～


	時間
	学習活動
	教師の支援（　○ＣＴ　❶ＡＴ１　❷ＡＴ２　）
	主題に向かう生徒の思考

	
	
	Ｃ
	Ｄ
	Ｈ
	Ｂ
	Ｆ
	Ｅ
	Ａ
	Ｇ
	

	10:50
	１号令
	
	

	
	２前時までの復習
	○これまでの学習を思い出し、本時の学習への見通しがもちやすいように、活動の写真や制作物を提示しながら話をする。生徒とやりとりし、理解度を確認しながら進める。
	

	10:55
	３本時のよてい・めあて
＊授業シートの空欄にキーワードを記入する
	○学習の目的を意識しながら活動できるように、ミッションやめあてを確認し、ホワイトボードに掲示しておく。
	友達のＰＲがもっとよくなるように、よく聞いてアドバイスを考えよう。


	
	
	
	○記入の際は、注目して見やすいようにめあての掲示物を机の前に提示する。
	

	11:05


	４伝え合おう
＊①→③を４人くりかえす
	○目的やめあてを意識して活動できるように、発表のしかた・聞きかたのポイント、アドバイスや感想を考えるときの具体的な視点を確認する。
○途中で思ったことを忘れないよう、メモ用紙を配布する。
○何をするかイメージしやすいように、ホワイトボードに教師のｉＰａｄ画面を映しながら、生徒と一緒に①→③の手順や操作を確認する。
	[image: ][image: ][image: ][image: ]○○さんの発表を聞いて、特産品が～ということがわかった！
食べたいな。
○○さんは～が伝えたいんだな。僕だったら、～という言葉を使うかな。
私とおなじ、ちがう…いろいろな考えがあるんだな。
○○さんの教えてくれた考え、言葉もいいかもしれないな。使ってみようかな。


	11:15
	①友だちの発表を聞く（２分）
	○一人ずつ発表する直前に、掲示物やシートを提示しながら、再度発表しかた・聞くきかたのポイント、アドバイスの視点を確認する。
	

	
	
	
	
	４番目
	
	１番目
	
	２番目
	３番目
	

	
	②アドバイス・感想をシートに入力する（１０分）

＊発表者：動画を見てふりかえったり、シートを見たりする
	○○さんのＰＲを見て、伝えたいことがわかったかな？ 「～したい。」という気持ちになったかな？ 友達のＰＲをもっとよくするためにアドバイスを考えて打とう
どんなところが○○さんらしい！と思った？　どの言葉がよかった？　自分だったらどういう言葉を使う？
○視点に沿ったアドバイスができるように、発表者の「伝えたいこと」「見た人にどんな気持ちになってほしいか。なにをしてほしいか。」を確認する、
○❶❷生徒が自分から援助を求めやすいように、事前に困っときはどうするか確認したり、声をかけやすい位置に立ったりする。
○❶❷いろいろな表現に触れたり新しい使い方を身に付けたりできるように、アドバイスや感想の例を提示する。
❷発表者があとで自分の発表のしかたをふりかえられるよう、動画を撮影しておく。
○❶❷発表者が友達からのアドバイスや感想を的確に理解できるように、一緒に読んで確認したり、生徒に分かりやすい言葉に言い換えて伝えたりする。
	

	
	
	○それぞれの生徒らしい表現を大切にしつつも、視点に沿ったアドバイスができるように、やりとりしながら考えを引き出す。
	❶❷発表の内容を一緒に整理し、分かったことや思ったことを確認する。生徒らしい表現を大切にしながら、友達にも伝わる表現になるように、「○○ということ？」など、使う言葉を一緒に考える。必要に応じて選択肢を提示し、よいと思う言葉を選べるようにする。
❷考える時間を確保するために、生徒と相談しながら代わりにｉＰａｄの入力をする。
	

	
	③みんなでシートを見る（３分）

	○みんなで共有できるように、シートをホワイドボードに映す。
○生徒同士をつなぐ言葉がけをし、画面上の文字だけでなく直接言葉でもやりとりできるようにする。
○いろいろな考えがあることに気付けるように、新たな視点の生徒の考えを取り上げて聞く。
そう思った理由は？　くわしく言うと？　別の言葉で説明すると？
○発表した生徒・アドバイスした生徒のお互いのよかった点を取り上げて、伝え合う活動についての評価をする。
❶❷生徒が発した言葉以外で、考える際によかった考えややりとりがあれば補足説明をする。
	

	12:20
	５本時のふりかえり
・授業シートに記入する
	○記入している内容を認めながら、さらに自分のよいところや学習での頑張りに気付けるように、評価したい行動や発言をそれぞれの生徒へ伝える。
	❶❷学習の様子を思い出せるように、制作物や動画を提示する。やりとりしたり、選択肢を提示したりしながら、生徒の発言を引き出す。
	[image: ]

	
	
	○集団としてのがんばりを感じられるように、シートの記入後、全体に向けてめあてについての評価をする。
	

	12:27
	６次時のよてい
	○これからの学習に見通しや期待感がもてるように、予定表を示しながら話をする。
	

	12:30
	７号令
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